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櫛田健児氏の略歴等 
http://www.kenjikushida.com/ 
 
所属： 
スタンフォード大学アジア太平洋研究所日本研究プログラム リサーチア

ソシエート 
Stanford Silicon Valley - New Japan Project プロジェクトリーダー 
キヤノングローバル戦略研究所 International Research Fellow 
 
学歴： 
2001 年 6 月 スタンフォード大学：経済学部、東アジア研究学部卒業（学

士） 
2003 年 6 月 スタンフォード大学：東アジア研究部、修士課程修了（修士） 
2010 年 8 月 カリフォルニア大学バークレー：政治学部、博士課程修了（博

士） 
 
職歴・著書： 
2010 年 9 月 スタンフォード大学アジア太平洋研究所ポストドクトラル 
フェロー（～2011 年 7 月） 
2011年8月 スタンフォード大学アジア太平洋研究所日本研究プログラム

リサーチアソシエート 
Stanford Silicon Valley - New JapanProject プロジェクトリーダー 
2016 年 1 月 キヤノングローバル戦略研究所 International Research 
Fellow 
 
東京のインターナショナルスクールを経てスタンフォード大学で経済学

と東アジア研究を専攻、カリフォルニア大学バークレーで政治学博士を修

得後、現職に就く。 
情報通信やクラウド、政治経済分析を中心に研究。 
日本向けの一般書は『バイカルチャーと日本人―英語力プラスαを探る』

（中公新書ラクレ）、『インターナショナルスクールの世界』（扶桑社、キ

ンドル電子書籍）など。 


